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キリスト教大学における建学の精神に関する研究
－１－
Ⅰ はじめに日本の私立学校は、「私立学校の特性にかんがみ、この自主性を重んじ、公共性を高めることによって、私立学校の健全な発達を図ること」が定められている。文科省のホームページによると、私立学校の特性とは、寄附財産等のよって設立・運営されることを原則としているため、建学の精神や独自の校風が強調されたり所轄庁による規則ができるだけ制限されているとしている。そのため、私立学校が改革を迫られる時、必ずといってよいほど「立ち返る」ものとして挙げられるのは建学の精神であるといえる。論文検索サイトの中でも、２０１６年２４本、２０１７年２７本、２０１８年２５本と毎年建学の精神について考察された論文や研究ノートが数多く発表されている。しかし、建学の精神そのものを批判的に考察したものは少なく、そのほとんどがその精神を自明なものとして扱い、それらは「立ち返る」もので あり、検証するものであり、再出発を論じるものである。本研究は、国内のキリスト教大学が持つ建学の精神研究を取り上げ、それらの内容を精査することで研究動向を考察するものである。また、それらを参考にしながら建学の精神を具現化するモデルを構築する。Ⅱ キリスト教大学の建学の精神まず、全国のキリスト教大学（キリスト教学校教育同盟５７大学、日本カトリック大学連盟１８大学、非加盟大学３大学）における建学の精神（理念）、教育方針、スクールモットーなどをホームページ（HP）や大学案内などから、建学の精神にはいかなる特徴があるかを閲覧し抽出した。そのいずれもがキリスト教の精神に基づいていることを標榜しているが、詳細には次のような特徴があることが分かった。・聖句そのものが建学の精神となっている。（金城学院、中部学院、北陸学院など）・聖句のキーワードが建学の精神となっている。神については畏神、敬神、愛神など、愛につい
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Research on the Spirit of Foundation in Christian Universities－Based on Recent Research Trends－ 中 島 賢 介要旨本研究は、約２０年間の全国のキリスト教大学における建学の精神に関する研究成果を収集し、その動向を分析することで、建学の精神を具現化する際に重要であると思われる点を整理するものである。その結果、各大学が建学の精神について、さまざまな具現化の試みを実施していることが明らかになった。その一方、具現化に向けてはその背景、信徒と未信徒の関係性などの課題も指摘されている。外部評価が必須化している現在、キリスト教教育にもその成果が可視化されることが望まれる。キーワード：キリスト教大学（christian university）／建学の精神（spirit of foundation）／キリスト教教育（christian education）／大学評価（university evaluation）




船本（２００８）は、そもそも学問は科学技術の信奉することによる人間楽観主義や人間至上主義の上に立つのではなく、「一人の人間を真実に問題とし、個なる人間の魂の葛藤、すなわち人間の罪と弱さを真実に問題にする教育であらねばならない。」としてキリスト教教育の存在意義を明確にしている。さらに「その意味でキリスト教教育は、現代の知識偏重、学歴社会、人間至上主義といった風潮に対して疑問を提示する教育であると言える」と主張している。深谷（２００９）は、「キリスト教学校は、繰り返し聖書に立ち返って建学の精神を明確に自覚し、その上に立って絶えず見張っていなければならない時代に入って来ている」として、「福音主義キリスト教学校に基づく人格形成を中心に据えてその教育を進めることなしには、キリスト教学校の存在意義はありません。このような教育こそ真の創立者なる神から信託された教育であり、それを進めることがキリスト教学校に共通の真の建学の精神」であると述べている。大西（２０１５）は、開国から現代に至るまでのキリスト教教育史を概観し、未来に向けて５つの提言を行っている。提言の一つに「キリスト教学校教育の理念の明確化と一致」を掲げ、「キリスト教教育とは何か。それを実践するキリスト教学校とは何か。そしてその教育目標とは何かを非キリスト教教職員にも理解し、共有できる形で明確に示していかなければならない」としている。これらの著作、論考を整理すると、次のような視点が提示されていることが分かる。① 多くのキリスト教大学が運営に関して問題意識を持ち、建学の精神に立ち返ろうとしている。② キリスト教大学ではそれぞれの創立以来、キリスト教教育を継続発展させてきたが、今一度理念を明確にすることが求められている。③ 現代のキリスト教大学において、他宗教、学生、未信徒教職員との対話の中からキリスト教教育のあり方を構築していくことが求められている。その対話の中でキリスト教教育のあり方が明確になる。Ⅳ 具現化に向けての課題船本（２００８）は次のように述べている。
キリスト教大学における建学の精神に関する研究
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キリスト教学校はそれぞれ建学の精神を掲げその理念に従って教育・研究の営みを続けて来た。それはまさに土台であり、変えてはならないものである。しかし問題は現実に建学の精神が如何に理解され具体的に生かされ教育共同体の共通の理念・目標とあっているか否かということである。 （下線論者）深谷（２００９）も次のように述べている。私学は建学の精神によって存在します。私学が建学の精神を堅持し、その教育の基本理念を生かして、特に国公立の学校では出来ない教育を推進し、深めること、またそのためのシステムと教育力を絶えず錬磨することは、この意味で重要です。中でもキリスト教学校は、その建学の精神であるキリスト教に基づく教育のゆえに存在するのです。（p．３７）（下線論者）さらに土井（２００１）も次のように述べている。「キリスト教主義」大学であるとか、「建学の精神」ということをいくら叫んでみても、宣伝してみても、それが、大学教育環境のなかでどのような形であらわされ学生や地域社会に認知されて行くのかという「建学の精神の具現化」という問題のほうが重要である。だからこそ、キリスト教主義大学で「建学の精神」を具体化かつ明確化して行くことが求められているのである。 （下線論者）このように、建学の精神は大学教育の中で理解され、具体的なシステムと教育力の中で磨かれ、学生や地域社会に認知されていくことが重要であるということは繰り返し強調されてきた。しかし、建学の精神が具体的にどのように実践され、どのような学内外の評価につながっているのかという点については現時点で実施しているものを挙げるだけでそれらが実際に機能しているかどうかについての検証はなされているかどうか。少なくとも、最近の建学の精神に関する論考を見る限りにおいてはほとんどないといってよい。山本（２０１３）は、高等教育現場におけるキリスト教に対する意識調査の結果について、次のような報告を行っている。① キリスト教主義教育の意識化・明確化と信仰の押し付けの混同が見られる。
















行われることも検討したい。注意すべき点は、大学のすべての活動にキリスト教教育の観点が盛り込まれることによって、学生や教職員にキリスト教に対する距離感や拒否反応が生まれる可能性が指摘されることである。しかし、この論の多くが活動の趣旨やキリスト教教育とどのような関連性があるかを予め説明を徹底していない場合や、学生が主体的に参加できない活動であったりする場合に生じる問題である。教職員が理解し、学生に対する説明責任を果たせば距離感や拒否反応は軽減できると思われる。第３段階 学生の学修成果今回の学習指導要領の改訂で、学生は高校生までで「主体的で対話的な深い学び」を体験することとなる。これは大学におけるアクティブラーニングに直結するものであるため、授業や活動一つ一つに自分が主体的に参加できたか、人や書物などとの関わりを深めることができたかなどの自己評価の習慣付けは比較的容易になされると期待される。大学としては、単なる到達度で評価するのではなく、ルーブリック評価などで多面的に学習成果が評価する手法を用いることによって第４段階へと進むことができる。第４段階 内部評価の実施大学教育の場でも取り上げられている課外活動、地域との連携事業などについても、活動の一つ一つの評価項目にキリスト教教育の観点からどう評価できるかという点についても検討することが考えられる。先述した通り、学修成果は可視化されれば、それが客観的評価につなげることができる。この評価については、大学が学生を評価するだけでなく、学生が教員を評価する、教員が教育研究活動の自己評価を行うなど、双方向性の評価を行うべきである。それは、大学におけるすべての人間が等しくキリスト教教育を具現化する者であるからである。第５段階 建学の精神の具現化 総合評価谷口（２０１５）の視点によると、カリキュラム改革などのソフト面、学生や教職員といったパーソナルな側面に加え、礼拝堂や校舎などのハード面についての具現化も合わせて行うべきである。これらすべての評価が総合的に行われることで、そ
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